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RT-PCRによってEGFR mRNA,HER-2 mRNAの発現量を評価したところ、EGFR mRNAはG3と比べてG1,G2で発現が多かっ
た。子宮体癌においてEGFR/HER-2の発現を認めたため、続いて子宮体癌における機能解析を行った(Fig.1B)。 
続いて子宮体癌培養細胞系でのEGFR/HER-2機能を行った。3つの子宮体癌培養細胞系（Ishikawa,HEC-1A,KLE）















上記結果を踏まえて、In vivoでも同様の結果が得られるか xenograft mouseを用いて実験を行った。EGFRが
多く発現しているHEC-1A、HER-2が多く発現しているIshikawaを用いて、メスのヌードマウスでxenograft model
を作成し、ERL、TRLを投与した。ERLを投与したところ、HEC-1Aの腫瘍は有意に増殖が抑制された。TRLを投与し
たところ、両方の腫瘍とも増殖は抑制されなかった(Fig.6A,6B)。マウスから腫瘍を摘出しHE染色を行ったところ、
HEC-1AでERLを投与された腫瘍のみ線維化を認めた(Fig.6C)。 
これらの結果より、ERLはEGFRが過剰発現している子宮体癌において腫瘍増殖を抑制することが示され、今後子
宮体癌においてEGFRの発現量によるERLを用いたテーラーメード治療の可能性が示唆できた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
